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「おいでなんしょ」は、田原市の友好都市である長野県宮田村周辺の方言で
「おいでくださいませ」という意味です。

カーネーション栽培

今回は、宮田村の農業をご紹介します。

花言葉は「情熱」「あなたを熱愛します」　

宮田村役場産業課 5（０２６５）８５局５８６４

　宮田村では、中央アルプスから流れる豊富な水
を利用した稲作が盛んですが、近年は減反政策の
ため稲作に代わるりんご、花き、大豆、きのこ類
の生産が伸びてきています。その中でも、施設園
芸として盛んなカーネーション栽培についてご紹
介します。
　長野県の中でも宮田村のある南信地区は、カー

ネーション栽培に適し
た土地です。国内では
北海道や愛知県が競争
相手で、田原市も良き
ライバルですが、気候
条件の違いで出荷時期
の間を縫って生産がで
きます。

　一方、恵まれた環境
にあるといっても、自
然が相手の商売です。
平成 10 年の大雪の時に
は、ハウスが倒壊する
などの被害が出ました。
　カーネーションの栽
培は手がかかります。
毎日世話をしても、花が咲くまでに半年かかりま
す。また、品種も消費者や市場のニーズに合わせ
て増えていて、品種ごとに個性があるので農家も
栽培技術の向上に努めなければなりません。
　そんな手間暇かけて栽培し、花と接した時間と
思いの分だけ、カーネーションは良い花びらを咲
かせてくれます。

●花が咲くまで手が欠かせません
（大田切地区・田中さん）
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●宮田村のカーネーションは４～
10月に出荷されます




